
昨年、学会の100周年記念で次世紀の研究がテーマとなった発表会で使ったパ
ワーポイントです。 
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２枚目のスライドには世間にある電力の貯蔵方法を比較しました。フライホイール
から欠点をなくせば一番有利に貯蔵ができます。フライホイールに応用すべき電
気現象が次のページにあります 
 
まず電力貯蔵と電力再生の種類について、 
利点と弱点を電池や水力発電と比べてみました。 
 
フライホイールの特性は 
それらの中庸の性質ですが、 
回転軸の摩擦と、回転運動の空気抵抗が大きいこと、 
軸対称シンメトリーに高精度の工作が必要な弱点があります。 
 
 その改善のために利用できそうな現象を放電に見つけたので報告します。 
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３枚目のスライドはフライホイールの欠点を改善させる電気現象の説明です。放
電現象の中に微粒子を整列させ回転することができた実験が存在します。摩擦や
空気抵抗がない希薄な気体中の運動なのでエネルギーロスがなく、フライホイー
ルとしてプラズマダストを使うと有利です。 
 
フライホイールの基礎を満たす電気現象は放電中の 
プラズマダスト、 クーロン結晶、  直流ダストプラズマ 
などと各分野に名のある粒子が空中に浮遊するふしぎな現象です。 
 
物質の浮遊には、回転軸の摩擦がありません。 
希薄な気体中の運動には空気抵抗がすくないです。 
 

一例として右半分に北海道大学藤田文行先生の論文を許可を得てまるまる表示
しました。 
装置図を説明します。 
鉛直にたてた石英管内に上から下へ直流を放電します。 
その内部でパウダー状のプラスチックを落としました。 
ところが微粒子は空中に静止し、整列しました。 
それが3枚の写真にとられました。 
左石英管の上からの写真、中央はその拡大表示です。 
みぎはじの写真は横から水平方向に見た写真です。 
鉛直に0.5ｍｍを刻んで。直径 10 μｍの Polymethyl Metacrylate(PMMA)粒子が浮
遊して整列静止しています。 
このふしぎな現象をもとに私は次ページのかずかずの結論をえました。 
まずさきに結論をお見せします。 
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4枚目のスライドは小結論です。プラズマダストの空中浮遊した整列の現象はフラ

イホイールに応用すると有利なだけでなく、スライドに記述した項目のように電子
や衛星に関する既成概念に特筆すべき改編が求められています。量子性の否定
はスライドの10ページ目にありますのでご期待ください。 
発表の長い道のりで、どんな結論を得るか、目次として示します。 
歪んだ形でもフライホイールに利用できると分かりました。 
そして結論にほかにも多数が得られました。 
たとえばローレンツ力以外の力が電子波から生まれると分かりました。 
 

さらに放電のとおる空間にポテンシャルの歪が整列し、その空間にエネルギーの
貯蔵ができるのです。 
 

そして同期引込の可能な放電か否か、ゲート極を電圧制御した時のコンダクタン
スの階段状特性に判別できるのです。 
 
ショッキングなセンセーショナルな事実ですが、電子は量子ではありませんでした。 
 

この電子波が干渉するだけでなく、現象の全てが、どんな現象もひとつ残らず物質
波の同期引込現象に支配されていました。 

これも突飛でコペルニクス的転回、パラダイムの転換に値する事件です。興味の
ない方も私を諌めるつもりならしっかりご覧になっていてください。 
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5枚目のスライドはプラズマダストとクーロン結晶の実験で得た写真です。直流放

電でも交流放電でも万有引力の影響の少ないとこでも微粒子が空中に浮遊し整
列しています。 

電気力が原因とする説は作用の軸上にただ一点しか釣り合えず、同軸線上に多
数が並ぶ事実と矛盾します。交流電力ならば、軸線上を微粒子が往復し続ける予
測に静止する事実が矛盾します。衛星軌道上の微小重力条件下の実験でも微粒
子は静止して整列したので、直流の電気力においても微粒子の空中浮遊の原因
には重力原因説が使えません。直流放電でも共通して説明できる原理が求められ
ます。 

先ほどに続き左の写真は直流放電で行われた藤田先生の水平向きカメラの写真
です。 
右の写真は交流放電で行われたＪＡＸＡの足立聡先生の図です。 
 
交流、直流の電源方式に関わらず同じ浮遊整列の現象が発生しています。 
 

そしてＪＡＸＡのとうつじ浩夫先生の実験ではシリカでも、アルミナでも、金属粉末で
も同じ現象が起きたそうです。 
 

 したがって粒子の浮遊整列は物質の種類や電源の交直では影響されない現象
です。 
 鉛直に並ぶだけでなく、林泰明先生には放射状に並ぶ例もあります。 
 重力とも無関係な現象です。 
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放電の中に現れるクーロン結晶に似た静電植毛という技術があります。 

長い繊維が電極間の空間を二極を結ぶ軸に沿って線上に行ったり来たり飛び交う
そうです。 
https://www.kawaguchi-gosei.com/processing 

行ったり来たり飛び交うので静止したり繊維が並んで空中に整列する姿になること
はありません。その電流密度がナノアンペアより小さいそうです。大きなｍAオー
ダーの電流になり、飛び交うはずの荷電された粒子がたかが3桁程度のスケール

の大小なのにもし静止したら、もはや同じ原理では説明が不可能です。空中に整
列した異常なポテンシャルに囚われた微粒子がUFO 機の隊列のように浮くのです
から、従来と異なる新しい原理が必要です。 
物質の浮遊整列には現在の学理に説明のつかない矛盾があります。 
 
粒子の浮遊整列の原因をローレンツの力とする疑問をここに並べてみました。 
まず交流でも発生したこと、 
無重力でも発生したこと、 
鉛直に限らない形状に整列したこと、 

流体のもつ付着力や、粘着力や、摩擦力の様な効果は電流内の帯電の力にはな
いこと。 
同じ鉛直線上に釣り合い複数の粒子が並んだこと、 
などが大きな矛盾です。 
 
矛盾を解消するために新しい論理が必要になります。 
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クーロン結晶とダストプラズマの共通点は放電電極の存在です。電極には電子の
トンネル現象が発生しています。トンネル現象は電子波と言う物質波が位相を揃
えて共鳴しています。1次元の共鳴の事例は楽器の弦の振動で和音の現象に顕
著です。 

三次元の共鳴は結晶の姿に目にすることができます。微粒子の空中浮遊と整列
の原因はこのトンネル現象にあります。 
この放電には電極の界面に電子波のトンネル現象が存在します。 
 
微粒子の整列した浮遊には定在波の節腹があるように見えます。 
 
そして、空間が非晶質から結晶へと相を転移させた様子があります。 
 
そこで電子波のトンネル現象と定在波に着目して考える事にします。 
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電子波の共鳴によって起きる現象には共通する特徴があります。 

どの現象にも量子の性質が明瞭です。電極に挟まれた空間が半導体に満たされ
ていてもガスに満たされていても同じ性質が表れます。電極間のスケールサイズ
がミクロであってもマクロであってもコンダクタンスのグラフに階段状特性が現れる
のです。 
そして構造と特性から同じ特徴を探してみました。 
このような定在波のある空間は次のような回路です。 
フランクとヘルツの実験も同じ回路構成です。 
量子ポイントコンタクトもスケールは違いますが、回路は同じです。 
半導体のメゾスコピック系電子ガス のミクロギャップも同じです。 
これらにはゲート電極があります。 
トンネル電子顕微鏡も被観察対象物がゲート極となっています。 
 
 

通暁してゲート電極の電圧に対してコンダクタンスには階段状のグラフが得られま
す。 
 
 階段特性が電子波の同期の性質と考えられます。 
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9ページ目のこのスライドでは電子波から生まれる力を導きました。電子波に位相

の変動があると、その波数にも空間ごとに変化があるといえます。半導体工学の
知識を使って演算してみました。 
すると波数の変動から生まれる力が導けました。 
 

トンネル現象には波数の変動が伴われているので、変動から生まれる力を半導体
工学の式でみちびいてみました。 
 
半導体中の電子の有効質量をｍとする前提で、波束中心部の速度はＶｇです。 
移項して上から2式目にエネルギーを表せました。 
 
仕事Ｅは  力Ｆと移動距離ｘの積なので、力と速度Ｖｇと時間ｄｔの積とすれば、 
上から3式目に仕事ｄＥが著わせます。 
 
4式目のように二つの式の右辺同士を集めて移項すると力Ｆが5式目のように求ま
ります。 
 
半導体工学の結晶には波数変動が力を生むと導けるのです。 
しかしまだ、信じるには足りません。 
目に映る現象は事実なのに、こういう力があるかもしれないくらいのだい1ステップ
にしかすぎません。 
 
これをもう一度基礎から確かめてみます。 
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１０ページ目のスライドには前回の半導体工学で導いた結果を、もう一度他の基本的
手段で導き確認します。エーレンフェストの定理と結晶の条件、たったその二つだけで
厳密に同じ結果が導けました。 

推測していた物質波の共鳴が結晶を形作る原理であることも、演算により確認されま
した。 

この演算では電子が量子ではありえないと判明しました。数式に表れた電子の個数が
必ずしも整数になりえないのです。 
 
結晶について行列力学の手法で導出してみます。 
 式の流れの上から6番目までを辿りますと、 
 電子波の波数変動から生まれる力が先ほどの答えと全く同じ形に求まります。 
 これが電子波の波数のゆらぎには力が生じるという、確実な証明第2弾目です。 
ここでは素電荷や電子の質量の前提していないのです。 
この行列力学は無理数の観察値を含んでいます。 
すると量子性について、電子に疑いが生じます。 

微分可能な条件の行列力学から連続する実数の観察値を得られます。するとこの解
には無理数が含まれます。無理数は自己の割り算でしか、整数を導けません。 
 するとこの解から電子の個数を割り出す計算に無理数の個数が表れます。 
しかし量子には整数が必要ですから、定義に反します。 
 この矛盾から電子は量子ではありえません。この式の大きな特徴です。 

 その実証は、半導体中の電子の有効質量が場合によって何桁も異なる事実です。 
さらなる実証が外村彰先生の2重スリット実験にあります。 
 装置内に電子1個分よりも小さい電流にしたとき、それでもまだ干渉縞が描けたので
す。それらはみな電子が量子ではない証拠です。 

特定の現象では電子波が量子のふるまいをするのですが、時間が足りぬので、 今回
は論じません。 
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11 

電極から放電のある現象に共通して現れる特徴を調べてみました。 
共通して発生する現象は発熱と急冷の過激なエネルギーの変化です。 

微粒子の空中浮遊と整列の現象からポテンシャルエネルギーの偏りがその過激
なエネルギーの変化と関係があると分かります。運動があり、力があれば仕事が
なされるはずです。装置の中で、急な温度変化として表れるはずです。 
 
仕事Ｅの運動をした微粒子に発熱や急冷が起きた事例があるか探してみました． 
 
重水が含まれた空間に急な発熱があった鎌田先生の事例と、 

 鉄粉の切粉がある空間で、発熱や急冷があった貴志浩三先生の静電冷却の事
例がありました。 

これらの実験を参考に装置の熱変化にはエネルギーの保存と開放の応用ができ
るのです。 
 

 ところで揚水ダムでは高さのポテンシャルが水の水位に貯蔵したり、後で発電に
利用できます。 
 その仕組みとおなじような応用を一つ考えました。 
 

 ポテンシャルの歪んだ重力場の様な空間があるとしたら、揚水ダムのようにエネ
ルギーを溜められるはずです。 
 

 そして朝顔の花型の重力場が並んでいるとしたら、リニアモータのように加速の
方法としても非接触の運転ができるでしょう。 



 １１ページ目でポテンシャルの偏りを推測しました。この偏りを時間制御してみる
と加速や減速を微粒子に起こせると予測できます。 
微粒子の運動軌道はスイングバイ加速とリニア加速ができます。 
フライホイールの加速と減速ができるのです。 
新しい浮遊粒子の加速方法を図示しました。 

 たとえば装置内に同期した電子波があるがまだ浮遊粒子がひとつもないとしま
す。 
 整列の格子の交点それぞれに結晶格子の様なポテンシャル異常があるとします。 
 それぞれの１点に形が朝顔状のポテンシャルがあったとします。 

すると朝顔上の重力場の中心を めがけた運動の物体は中心に届く前には引き
込む力に増速されます。 
中心を通り過ぎると、引き戻す力に減速されるはずです。 
 

この位置関係を利用した放電のスイッチ操作をすると加速だけを選ぶことも、減速
だけを選ぶこともできます。 
 
   朝顔の中心を外れた時でも、物質の運動はスイングバイ加速ができます。 
 
 この加減速では物質の軸対称シンメトリーの精度は必要がありません。 
 したがってフライホイールの工作精度が不要になります。 
 
 フライホイールの弱点の全てが改善できるのです。 
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13ページ目は電子波が位相同期する時、どのような現象が起きているかファインマンの
経路積分を使って確認しています。 

位相が同期するためには波動に引き込み現象が伴われます。これはホワイトノイズのラ
ンダムな波動に見られる位相の条件とは異なります。そのような時には確率的な分布が
退化分布して、有理数比の周期条件の高調波群が発生すると考えました。粒子の浮遊
の原因を私は電子波の同期引き込み現象と考えています。 

まずファインマンの経路積分を考えてみました。ファインマンの経路積分の式を左の上か
ら1番目に示します。 
この作用Sは正規分布をする確率事象です。 

 フーリエ積分の前後の関数は種類が変わるはずですが、この正規分布だけは正逆の
変換共に、何度も演算しても種類が変わらない特別な関数です。 

 したがって、周波数特性の演算を作用Ｓまたは共役のＳスターに行っても同じです。たと
えば電子のショット雑音の様な確率事象の周波数特性を見れば、ホワイトノイズをみるは
ずです。瀧保夫先生の教科書にはショット雑音をバンドパスフィルタやレクタンギュラウィ
ンドを通してみればレーレー分布がみえるとならいます。 

 もしそれに同期引込の現象が働いたとすれば、引込の落ち着いた時、周波数特性には
コヒーレントな搬送波の様なスペクトルが見え、その観察帯域のノイズのレベルはかけ離
れて小さく相殺されたようにみえる値になることでしょう。 

 ところでファインマンの経路積分ではほとんどの成分が相殺される、最小作用の経路だ
けが残ると主張しています。まるで引込現象と同じことが常に起きると物理学者がいうの
です。もし相殺して０となる成分が周波数特性にあるなら、同期引込のおきた事を示して
います。引込現象の代表的特徴は蔵本転移点の有無です。それは放電の仕事関数の存
在に一致します。 

 また観察帯域の広さによっては、数本の高調波も見えるでしょう。周波数の比には高調
波の関係ですから有理数がかならず観察できるでしょう。 

 実際に引込現象の有無を確認するため、周期に有理数となる自然現象をもう一度探し
てみました。 
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スライドの14ページ目は13ページ目の有理数の比が周期間にある現象を天文に確かめまし
た。多数の天体にその特徴が現れていると確認できました。 

そして最小作用の原理となって観察されることがわかりました。面積速度一定の法則、角運
動量保存則は物質波の位相同期が原因となっています。 
フライホイールには角運動量の保存則と運動量の保存則の存在が必要です。 

最小作用の原理から、数理のみで保存則が求まります。その保存則の最小作用の原理が
保証される空間では述べたように引込の現象に支配されています。ファインマンの経路積分
の相殺は、物理の全てを支配する最小作用の原理の特徴であるだけでなく、疑うべくもなく
全ての現象に物質波の同期の引込が働いている事を示しています。 

 
さらにケプラーの第3法則 面積速度一定の法則では、 最大最小の角速度では比が有理
数となるとケプラーが、当時の用語で和音、和声と述べています。 
 有理数の関係は同期引込の特徴の一つです。だからケプラーの第3法則も角運動量の保
存を保証します。 
 
 有理数は身近な例でたとえばブランコ漕ぎの周期に表れます。 
ブランコ遊びで毎回漕げば周期の比としてあらわせば１：１、ブランコの揺れｎ回ごとに1回漕
げば、１：ｎの周期比になります。 
それは尽数関係ともよばれます。 
 

自然の姿を参考にして、公転と自転の周期から天体をみると表記のように多数の尽数関係
が太陽系の中にあります。 
従って歪んだ形の遊星でさえ、自然の姿にならえばフライホイールに応用できるのです。 
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結論 目標のとおり結論する事が推論できました。 
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恒等式に表れた形の違いから、ロ－レンツ力と波数変動の力は全く異なるもので
す。 

ローレンツ力はベクトル積の数理体系で、電気作用の電界と磁界を対象に考えま
す。 

その解をあんちょこにして、横目に見ながらもとの解の姿を参考にローレンツ力を
やっとこさっとこ引き写せば解析力学に表示できます。 
 
波数変動の力は量子力学の数理体系で、結晶を対象として考えます。 

これも電子波の速度の解をあんちょこにして、横目に見ながらもとの解の姿を参考
に波数の変動による力を行列力学に表せます。 
 

 同じ数理体系に同値とされている行列力学と解析力学の式において異なるので、
波数の変動による力は、ローレンツの力ではないのです。 
 これが結晶した定在波と、波数変動の力の存在を認める、とどめの段階、第3ス
テップです。 
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17 

ところで通信工学の雑音分野の知識から見てパワースペクトルが１／ｆ系 特性と
なる関数の特徴は何でしょうか． 

両対数グラフに傾きが，たとえば一定になるのがその特性です．４５度に表れるの
は反比例関係ですが，それは，グラフを数式で言えば，パワースペクトル密度の
分母にｆ が含まれていることになります． 

１／ｆ べき乗の周波数特性が振幅の飽絡線にある名の通った信号波はステップ
信号，パルス，さんかく波，階段波です． 

その中で１／ｆ雑音は信号の初期位相が狂ってできた歪み波であると考えて良い
はずです。 



18 

ところで通信工学の雑音分野の知識から見てパワースペクトルが１／ｆ系 特性と
なる関数の特徴は何でしょうか． 

両対数グラフに傾きが，たとえば一定になるのがその特性です．４５度に表れるの
は反比例関係ですが，それは，グラフを数式で言えば，パワースペクトル密度の
分母にｆ が含まれていることになります． 

１／ｆ べき乗の周波数特性が振幅の飽絡線にある名の通った信号波はステップ
信号，パルス，さんかく波，階段波です． 

その中で１／ｆ雑音は信号の初期位相が狂ってできた歪み波であると考えて良い
はずです。 



19 

ところで通信工学の雑音分野の知識から見てパワースペクトルが１／ｆ系 特性と
なる関数の特徴は何でしょうか． 

両対数グラフに傾きが，たとえば一定になるのがその特性です．４５度に表れるの
は反比例関係ですが，それは，グラフを数式で言えば，パワースペクトル密度の
分母にｆ が含まれていることになります． 

１／ｆ べき乗の周波数特性が振幅の飽絡線にある名の通った信号波はステップ
信号，パルス，さんかく波，階段波です． 

その中で１／ｆ雑音は信号の初期位相が狂ってできた歪み波であると考えて良い
はずです。 



20 

ところで通信工学の雑音分野の知識から見てパワースペクトルが１／ｆ系 特性と
なる関数の特徴は何でしょうか． 

両対数グラフに傾きが，たとえば一定になるのがその特性です．４５度に表れるの
は反比例関係ですが，それは，グラフを数式で言えば，パワースペクトル密度の
分母にｆ が含まれていることになります． 

１／ｆ べき乗の周波数特性が振幅の飽絡線にある名の通った信号波はステップ
信号，パルス，さんかく波，階段波です． 

その中で１／ｆ雑音は信号の初期位相が狂ってできた歪み波であると考えて良い
はずです。 



21 


